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1． は じ め に

　最近 ， 「地 盤情報 」 に 関 わ る活動 が さらに活発 で あ る。

そ の 経緯 な ど は 本学会誌 の 講座「地盤情報 デー
タベ ー

ス 」

（平成 21年 4 月号〜9 月 号） に詳 し い が ，そ れ に学 ぶ ま

で もな く，こ の 分野 に お い て 関 西 （支部） が寄与 し た 足

跡 は広 く知 られ る と こ ろ で あ る。

　「地 盤情報」 を 「地 盤 情報データ ベ ー
ス 」 に 置 き換 え

て 見 れ ば，そ の 始 ま りは 関西 （地 盤工 学） の 歴 史の 巾 で

も後発 で ，こ の 20年 ほ どの 間 に 大 きく進展 して 活躍 の

場 を 得 た もの で あ る。しか し な が ら，10年 区 切 り に 編

纂 さ れ た 関 西 支 部 の 過 去 4編 の 記 念誌
1〕額 に 目 を 通せ

ば，「地盤情報」 の 源 とな る 出来事やそれが育 ま れ て き

た 背景の 中 に，支部 の存在 と貢献 の 大 きさ を うか が う こ

とが で き る。そ して，今 か ら10年前 の 40周年記念 誌
4）に

は 地 盤工 学 の 新た な 切 り 口 の
一・

つ と し て 「地 盤情報」 へ

の 注 目の 高ま り と 冂f能性の 大 き さが 示 唆 さ れ て い る。例

え ば ， 座談会 「21世 紀地 盤 工 学 の 幕開 け一
人

・
社会

・

文化 と技術　」 （簓長 ： 沖村孝
・
神戸大学教授 （当時））

で は，官公庁，建設会仕，コ ン サ ル タ ン ト，大学 の 4

プ ロ ッ グ で 意 見交換 さ れ た 巾 で ，
“

地 盤情報 の 公開 ・共

有化
”
，
‘‘
地 盤 情報 と施 工 情報

”
，

“

地 盤 情報 の 蓄積 と活用
”
，

“
地 質 ・地 盤情報 の 取 り 扱 い

”
と い っ た 話題 が iiiが っ て

い る
。 さ ら に，有識者 よ り寄せ られ た 29編の エ ッ セ イ

集 の 中の
．一つ に も，『

“
地 盤 情報 主 導型 プ ラ ニ ン グ

”
の 夢 』

（松井保
・
大阪大学教授 （当時）） と題 して ，

“21「Ht紀の

社会基盤 を支 え る地 盤 工 学 の 発展 に お い て も，地 盤情報

の 高度化は 必 要 不 可欠 と言 っ て も過 言 で は な い
”

と，そ

の 将来性 の 大 き さ が 予見 され て い る。

　 こ の よ うな 指 摘 か ら10年 が 経過 し た 今，関 西 の 「地

盤 情報」 は さ らに 進展 し，最近 の 全 国 的な 「地 盤情報」

へ の 取 り組 み 5），6，が 活発化 す る 中 で ，先導的な 役割 を果

た す べ き立 場 に あ る と も見 られ て い る。そ の よ うな こ と

に も鑑 み ，本文で は 関西 に お け る 「地 盤 情報一1の 源 流 で

あ る 地域地 盤研究 の 歴 史に 沿 い な が ら，現 在 に 引 き継 が

れ た 「地 盤情報」 に つ い て 述べ る。

2． 「地 盤情報 」 とは

　 い わ ゆ る 「地 盤 情報 」 とは，広義 に は ボ
ー

リソ グ調査

情報 を は じめ ，地 形 ・地 質情報，地 下 水 情報，地 球 物 ff

学 的 清 報 な どの 種 々 の 地 盤調査情報 と，さ ら に 地 中構造

物 情 報 や 人 工 造 成 履 歴 情 報，地 盤 計 測 情報 等 も含 め た 地

ヱ4

盤 に関わ る情報 の 総称で あ る 。 しか し，狭義 に は ボー
リ

ソ グ デー
タ を主 とす る地盤調査情報 を 指す こ とが多い 。

また，地盤調査情報は 特定 の建設活動 や 学 術研究等を 目

的 に 実施 さ れ る の で ，か つ て ，そ れ らは 各 々 の 役割 を果

た した後に ，死 蔵 され，霧散す る こ とも多か っ た。

　 こ の 膨大 な既存の 地 盤情報 （情報資産）を
一

元 的 に集

積 して 情報化 す る こ とに よ り，新 た な 建設 活動や 学術的

研究，防 災検討 な ど に幅広 く再利用 す る 技術が 構築 され

た。こ の 情報技術は
‘‘
デ
ー

タ ベ ー
ス （DB ：Database）

”

と い う概 念 に 集約 さ れ ，1980年代 以 降 の コ ン ピ ュ
ー

タ
・通 信 技 術 の 発達 と と もに 「地 盤 情報デー

タベ ー
ス 」

の 技術 が確 立 され た。ま た，地 図情報の よ うな二 次 元情

報 を扱 うこ と を得意 とす る GIS （Geological　Information

System）や 三 次 元 表 示 ッ
ール 等の 発達と も相 ま っ て ，

［地 盤 情報j の 構築 と活用 は 急速 に 進展 し て い る。そ の

よ うな 意味が，本文 の タ イ トル に は 込め ら れ て い る。

3． 地盤研究が育んだ関西の 「地盤情報」

　関西に おけ る 「地盤情報」 は，関西 独 白の地盤研究 の

歴史が 育ん だ も の で ある。そ れ は学会支部 が設立 され る

は る か 昔 に 始 ま り，代 々 歴 史 を 刻ん で 引 き継 が れ て き た。

か つ て ，赤井 浩
一
先生 は 『関凶 地 方 は本格的な 土 質工 学

の 発祥 の 地 と 言 っ て も過言 で は な い 。土 や 地 盤 は 元 来

ロ ーカ ル な もの で あ るか ら，研究面 に お い て も，い わ ゆ

る問題の 多い 十一を か か えた 地 域 で そ の 進展 が著 し く見 ら

れ るの は 当然 で あ る。…
』 （

．1質 T 学会関西支都創 立 20

周年記 念講話会 「土質工 学展望」，1978．11） と，気概

を 持 っ て 述 べ ら れ た。こ こ で，
“
問 題 の 多い 上

”

とは，

『例 え ば ，大 阪地 盤 を構 成 す る 沖積層 や 洪 積層 』 で あ り，

そ の よ うな地域地 盤特性へ の探究が 「地 鷺情報」 に 某つ

くもの とな り，相互 に そ の発展 を 堤す こ とに な っ た。表

一 1に そ の 地 盤 研究 の 歴 史 を示 した。こ の 研 究成 果 も貴

重 な 「地 盤 情 報 」 と して 還兀 され て い る。ま た，付記 し

た よ うに 1980年 代 以 降 か らデー
タ ベ ー

ス の 活用 が始 ま

っ て い る。こ こ で は，そ の 時代 に 移 行 す る前 の 1地 盤 情

報」 （ア ナ ロ グ DB 時 代 ） に つ い て 述 べ る。

　 3．1 芽生えの 時

　 関西 に おけ る 地盤研究 の 芽 生 え は，1930年 に 山根新

次が地 下鉄建設工 事 の た め に 大阪市電気局 （現交通局）

が実施 した 118木 の ボー
リ ソ グ資料を地質学的 に ま とめ

た こ と に始 ま る。1
一
大阪天 然瓦斯調査報告書」 の 附 に 採

録 さ れ た 同書 （大 阪市 甑大 学二 田村宗樹准教授提供） の

地盤工 学会誌，57− 10 〔621）

N 工工
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表
一1　 関西 に お け る 主 な 地 盤 研 究 （文献 8） に 加 筆）

研究成果
・書籍 （年次 ） 研 究組 織 （代 表者） DB

大阪 市地 質概観 〔1930 ） 山根 新次 〈

大阪府天 然瓦 斯調査報告書 〔1949 ） 大阪府商工 部

大阪 湾 の 地 質 （196 の 委員長 ：藤田 和夫

大阪地盤図 （1966 ｝
日本建築学会近畿支部 ・土質

工 学会関西支部
△

Repolt　on 　τ心 nd 　SubsideIlce　in
O3aka 〔1969）

皿ditorlal　CDmmittee

大 阪 地盤 一洪 積層 の 研 究
一

〔1977 ）
土質⊥ 学会関西支部

（委 員長 ；村 山朔郎 ）

京都 市の 地盤 に っ い て （1978 ） 京都市 （委員長 ：小 堀鐸二 ） △

大阪地区地盤 区分図 （1980 ） 委員長 ： 西垣 好彦

神 戸 の 地盤 （1980） 神戸 市 （監修 ：藤 団和 夫〉 △

泉州 地 域 の 洪積 層 にお け る地 盤 沈下

に 関す る調 査研究 〔1981 ）

土 質工 学会関 西 支部

（委員長 ：村 山朔郎）

関西 国 際 空 港地 盤 地 質 調査 〔1984）
災害科学研究所

（中世古幸次郎 編著）

大 阪湾泉州沖海 底地盤 の 工 学的性質

〔1984 ＞
運 輸 省 港 湾技 術 研 究所 △

上質解析調査 一大 阪湾奥地 盤 の 研 究
一

（1984 ）

大 阪 湾広 域 臨 海 環 境 整 備

セ ン タ
ー．一・大阪土質試験所

〔う

新 編 人 阪 地 盤 図 （1987）
土質工 学会関西支部

・
関 西

地質調査業協会
0

豊 中地 盤 図 （1990） 豊中市 o

大 阪湾海 底 地盤 （1990｝
土質工 学会関四支部

（委 員長 ； 赤 井浩
一

）
0

関 西地 盤 （1992＞
土質工 学会関西支部・地 ド

空 間 の 活 用 に 関す る研 究

協議 会 〔主 査 ：足 立 紀 尚 ）

o

本 州 四 国連 絡 橋

地 質地 盤 調 査 誌 （1993）
本州 四国連絡僑公 団

海 底地 盤

一大 阪湾 を例 と して 一　（1995）
＋質 工学 会 関西支部

（委 貝 長 ：松 井 保 ）
0

兵庫の 地質 （】996 ） 兵庫県

阪神淡 路大震災 と穴 甲変動 （1997 ）
兵庫県立 人 と 自然の 博物館

阪神地域渚断層調査委員会

匡陵地 の 地 盤環境 〔1998 ）
目本応帽地質学会 ・関醐 質調

査業協会 倭 員長 藤 田 擱

新関西地 盤
一神戸お よび阪神問

一q．998）
関西 地盤 情報活 用協議会

〔委員長 ；址 立 紀尚）
o

鬮 西 地 層分 布 図

　大阪平野 　 （1998 ）

関 西 地盤 情 報 活 用協 議 会

（委員 艮 ：足 立紀尚）
o

新関 西 地盤
一
京都 盆地 一

（2002 ）

関画地盤情報活用協議会

〔委員長 ：足 立紀 尚〉
0

ベ イ エ リア の 地 盤 と建 設
一
大阪 湾を例 として

一
（2002）

大 阪湾 地 盤 1青報 の 研 究 協議

会 倭 員 長 ：松 井 保 ）
0

奈 良 盆 地地 盤 図 ・
滋 賀 県 地盤 図 （2002）

関西 地質調査業協会 ○

新 関 西 地盤
一
大阪平野 か ら大 阪湾

一
（2007 ＞

XG ・NET ・
関西 圈地盤研究

会 倭 員長 ；松 井 保 〕
o

△ 地 盤 図 ・ボ ーリン グ柱状図集

O 地 盤 儔報 DB に よる研 究 成 果

緒言 に は，『西 尾銓次郎氏の 嘱 を 受け，同氏発明の 口 英

米特許 西尾式柱状地 質標本採取 器 の 使用 に依 る試．錐の 結

果 に基 き人阪市の 地質調査 に 従事せ り，…
』，『大阪市 に

掘 下 せ られ た る西 尾 式試 錐 の 数は 余 の 調査当時既に
一一

八 に 達し，其 の 深 さは ．・
六
一三 九 米の 間 に あ り，左 に 是

等試錐の 結果 を基礎 と し野外の 監査 を参照 し，大阪市 の

地質
．
に就い て 概述せ ん とす 。 』 とあ る 。

こ の よ うに，情

報 を 集め て 地盤 の 様子を 窺わ ん とす る 「地 盤 情報」 に基

づ く地盤研究 の 原点 が ，約80年前 に 既 に な さ れ て い る 。

　ちな み に，図
一 1は こ の 資料 に掲載 された三 つ の 地質

断 面 図 の 内 の
一

つ の 「天 満 ，東 横 堀 川 方 面 地 層 断 面 図

（北区線屋町
一
東区住占町）」で あ る 。図中，縦軸 の ス ケー

ル は 「尺 」 で あ る。大阪基盤層 と記 さ れ て い る 「A」 は

現在の 大阪層群 に 相当す る よ うで あ る 。 た だ し，そ の 情

報量 の少なさ か ら，少 々 ，Ma6，　Ma7 層の つ な が りが 誤

解 釈 さ れ て い る よ う で あ る。図
…．2 に 現 在 の 地 盤 情 報

（関西 圏地 盤 情報 デー
タ ベ ー

ス
7〕） を 用 い て ，そ の 断 而

位置 （推定）の 地層断面を示 した の で 比較された い 。

　3．2　地盤図 の 時代

　1960年代 に 入 る と，地
．．
ド水 汲 み Eげ に 伴 う地 盤沈下

問題 が 大阪平野 に 発生 し た 。そ の た め，大阪岔 地 の 地 下

地 質を 明 ら か に す る必 要が 生 じ，1962年 に 沿岸部 で OD

−1 深層ボーリン グ s／，が深 度 907　rn ま で 掘削 さ れ た 。 そ の

採取試料の 分析 よ り確認 さ れ た 海成粘上 層 は，深部 よ り

Ma1 …Ma12 と名付け られ，い わゆ る 「Ma ナ ン バー
」

と して 関 西 の 地 層層序の 某準とな っ た 。

　 時を 同 じ く，学会支部が 設 立 さ れ て か ら程 な く，沖積

層を 中心 とす る 軟弱層に 関わ る 研 究 が 盛 ん とな っ て ，地

質学 と土質工 学 の 視点か ら地 盤 を探求す る 取 り組 み が始

ま り，高度成 長期 の 建設需要 を背景 に そ の 研究は さ らに

拍車 が か か っ た。その 研究成果の
一一

つ が 1966年 に 目本

建築学会近畿支部 に 協力 して 出版 さ れ た 「大阪地盤 図 」
9・）

で あ る。同書 は 関 西 に お い て 大 量 の 地 盤 「青報を 集積 して

地 盤 研究 を行 っ た初 め て の 事例で あ り，3461 本 の ボ ー

リソ グ柱状 図 が掲載 され て い る。そ れ は 紙 上 に 同 じ様 式

で コ ピーさ れ た ア ナ ロ グ データ で は あ っ た が ， 地 盤工 学

に携わ る技術者 や 研究者 に と っ て は 長い 間，貴重な資料

とな っ た。そ の ボ
ー

リン ．グ位置 を 図
一 3 に示 す。ち な み

に，10周 年 記 念 誌 に よ れ ば rB4 判 全 アート紙 337頁 ，

定価35000 円の 豪華本』 で あ っ た との こ と。

　 そ の 20年後，1987年 に 「新編大阪地盤 図 」
11〕

が出版 さ

r，rr 卿 ・

FΩ

0　@，　@　，　．−L　　．　．　．［　竪’
　
a’5乙ンｱ　　I［’　〜lr．i凡　「@　（　　111　キGGr，醒@｛　C

’E　　〆　　　i「　｛11」；　．　
1t ／丿

　4　
） 　縱太

…
…

…試 　fiis 図 一1　『大阪市地 質 概観 （ 1930 ） 』によ る天満 ，

横堀川方面地層断面図 to

r ， 200915N 工 工 一 Electronic 　
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膿 皹 嚇 1繋
図
一2　 現 在 の 地盤 「肯縦 に よ る 図

一1断 面位置 の 地周 断面 （濃い 色は砂，礫）

れ た 。本 書 に は 2633 本 の ボ ーリ ソ グ デー
タ を 収集 し

（図 一4）， そ の 整理 に コ ン ピ ュ
ー

タが 導入 された。こ の

デ
ー

タベ ー
ス は柱状 図 集な どの 出力 に威力を発揮 した 。

　こ の ほ か に，神戸，京都 お よび 豊 中市 の地 盤 に つ い て

も同 様 に 地 盤 図が 作成 され て い る。

4． 地 盤情報 デ
ー

タベ
ー

ス の 構築と活用

　1980年代か ら ，
コ ソ ピ ュ

ー
タ の 急速 な 発達 を 背景 に

地 盤情報 デー
タ ベ ー

ス （デ ジ タ ル DB ） の 時代 が 訪れた。

図
一 5 の よ うに膨大な 「地盤情報 」 を扱 うこ とが 木格化

し，地 盤研究 と と もに建設活動や 地震防災等へ の 活用 も

始 ま っ た。表一 2 の 関西 地 域 の 地盤情報 デー
タ ベ ー

ス 構

築の 系譜 よ り，そ の 代表的 な 取 り組 み を述 べ る 。

　1980年代の 初 め に，二 つ の データベ ー
ス が 構築 さ れ

た 。

．一
つ は ， 地 震防災検討 へ の 基礎 デー

タの 集積 を冖的

と した 大阪市 の ボ ー
リ ン グ デー

タベ ー
ス で あ る。250m

メ ッ シ ュ に 1 本 以 ヒの ポ
ー

リ ン グ 密 度 を 日標 に 構 築 さ

れ ，液状 化 危 険 度 予 測 11）に 活 用 さ れ た。そ の 後，現在

の 「関西 地盤情報デ
ー

タベ ー
ス 」 に統合 さ れ，今 も存続

し て地 震防災検升 の 基礎資料 を 提供 して い る 。 も う
一

っ

は，大 阪 湾 フ ェ ニ ッ ク ス 計画 の 第
一・

次事業 の 適 地 選定 の

た め の 地 盤条件検討
12〕を 目的 と し た デー

タ ベ ー
ス で あ

る。こ れ は 士質試 験 も豊 富 に 入 力 さ れ た 本格 的 な 地 盤 情

報 デー
タ ベ ー

ス で ，そ の 後 の 大阪湾地 盤研究 の 礎 に も な

っ た。こ の シ ス テ ム DIG （現助地域地盤環境研究所 が

開発）
13）は，現在 も 「関西 圏地盤情報デ

ー
タベ ー

ス 」 に

継続して搭載 さ れ て い る。

　「新編地 盤 図」 の 出版 に 前後 す る 頃 か ら，「関 酉圏地 盤

情報デ
ー

タベ ー
ス 」に 引 き継 が れ る 「大 阪湾地 盤情報 デー

タ ベ ース 」 と 「関 内地 盤 調 査惰報 デ ータ ベ ース 」 の構築

が 始 ま っ た 7）
。 両者 に は 海域 （大阪湾） と陸域 （大 阪平

野 ， 神戸
・
阪神間，京都盆地 ） を対象に そ の 地 盤特性 の

研究 を 目的 と し て 約S　ooe本 と約37000本の ボ ー
リ ン グ

デ ー
タ が 集積 さ れ た 。こ の 地盤研究 の 成果 は 表 　1 ，2

の と お り で あ る。ま た ，こ の 活動 は ，当初，地 盤工 学会

（当 時土 質 工 学 会）の 関西 支部 に 設置 さ れ た 地 盤研究委

肖会 が 主 体 と な っ て 進め ら れ た 。そ の 後，維持管 理 組織

の 変遷 を 経 て ，現 在 は 「関 西 圏 地 盤悁報 ネ ッ トワ
ー

ク

（KG
−NET ）」71の 体制 で 維持 され ，地 盤研究 は も と よ り

建設活 動 や 防災検 討な ど に広 く活 用 され て い る。以 上 の

系譜を 図
一．6に 示 す。

16

図
一3　 地 盤 図 （1966 ） の ボ

ー
リン グ 位 置

図
一4　 新編 大阪 地 盤 図 （1987） の ボ

ー
リ ソ グ 位 置

　 こ の ほ カ に，神戸 市は 1995年兵庫県南部地 震 を 契機

に 「神戸 JIBANKUN 一14〕を 構築 し ， 市域 の 地 盤 ・
減 災

研究に 取 り組 ん で い る 。 関西 地 質調査業協会 も 1奈 良盆

地 地 盤図
・
滋賀県地 盤 図」 の 研究 励 の た め にデータベ ー

ス を 構築 し て い る 。また，い くつ か の 地 方 自治 休 に お い

て も独自に 地 盤 晴報 デー
タ ベ ー

ス の 構築 が 彳∫わ れ て い る。

5．　 お わ り に

　未来社会を予 見させ る新た な リ ソ
ー

ス が，どん どん と

目の 前 に現れて は通 り過ぎて い く，とい うの が こ こ 数年

の 実感 で あ る。特 に，web 　E で 卩［：界 を 結んで 展開 さ れ

る膨大 な情報 の 流れ とそ の多種
・
多様化は，従来とは異

地盤工 学 会誌，57− te （621）
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図一 5　 関 四圏地盤 情報 デ
ー

タ ペ ー
ス 〔2008）の ボ

・．．
リ

　　　　 ソ グ 位 置

藻’
♂’

　 　 2005 〜　 KG・NE 丁

）

図
一6　関西 圏地 盤 情報 デー

タベ ー
ス の 系譜

な る 新 た な 価値観 を生 み 出 して い る。そ れ は情報流 通 ビ

ジ ネ ス と し て 人 類 の 未来に 大 きな 影響 を 及 ぼ す で あろ う。

　「地 盤情報」 も そ の情報群 の 中に存在す る こ とに な る 。

し か しな が ら ， そ れ は個人が 知 りた い 情報 と して の 価値

は必ず し も高 くない の で，ビ ジネス の 論理 に その構築 と

活用 を委 ね る とい う未来像は 見 えづ らい 。そ れ よ り も，

安全 で 安 心 な 生 活基 盤 を 構築 す る た め に 社 会 が 必 要 とす

る 情報 と し て の 価値 を 認識 し，時代 の 潮流 と も融合 しな

が ら，新時代の 1地盤情報 」の シス テム 化 （構築 と活用）

に取 り組 む こ とが 目指す べ き方向で あ ろ う。そ して，過

去 か ら受 け 継 い だ こ の
“

情報資産
”

を ，将来 へ と確 実 に

引 き継 ぐ こ とが，現在 の 何 よ りも重要 な課題 で あ る と思

わ れ る。後 世 の 活躍 に 期待 した い。

）

）

）
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